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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車のフロントアクスルに用いられるサブフレームであって、当該サブフレームが、
クロスメンバを介して結合されたサイドメンバを有しており、該サイドメンバが、支承手
段によって車両上部構造に結合可能であり、クロスメンバに、ホイールの取付けに用いら
れるホイールガイド部材のための支承収容部が設けられており、当該サブフレームの前側
でスタビライザが、クロスメンバに支承されていて、保持エレメントを介して固定可能で
ある形式のものにおいて、クロスメンバ（３）がメンバ延長部（５）を備えており、各保
持エレメント（９）が、スタビライザ（６）に、クランプとして保持するように上方から
係合していて、メンバ延長部（５）に固定ねじ（１２，１３）を介して位置固定可能であ
り、保持エレメント（９）が、メンバ延長部（５）を越えて前方に張り出した衝突部分（
９ａ）を有しており、該衝突部分（９ａ）が、メンバ延長部（５）と共に保持エレメント
（９）の前側に掛込み結合部（１４）を形成しており、保持エレメント（９）が、保持エ
レメント（９）の後側の自由端部（２１）にクロスメンバ（３）に対する支持部を形成し
ていることを特徴とする、自動車のフロントアクスルに用いられるサブフレーム。
【請求項２】
　保持エレメント（９）が、メンバ延長部（５）に対する載置面（１５）に掛込み結合部
（１４）としてスリット状の切欠き（１７）を有しており、該切欠き（１７）内にメンバ
延長部（５）の前縁部（１６）が突入している、請求項１記載のサブフレーム。
【請求項３】
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　掛込み結合部（１４）の前方に、保持エレメント（９）の、メンバ延長部（５）の前方
に位置する衝突部分（９ａ）が、支持縁部（Ｓ）を備えている、請求項１または２記載の
サブフレーム。
【請求項４】
　保持エレメント（９）の後側の自由端部（２１）にクロスメンバ（３）に対する支持部
が配置されており、該支持部が、斜面（１８）から成っており、該斜面（１８）が、クロ
スメンバ（３）に設けられた相応の斜面（１９）に向かい合って位置している、請求項１
から３までのいずれか１項記載のサブフレーム。
【請求項５】
　前記保持エレメント（９）の後側の自由端部（２１）において前記支持部の上方に別の
斜面（１８ａ）が形成されており、保持エレメント（９）の前記支持部を成す斜面（１８
）は、該斜面（１８）の後側の縁部（１８ｂ）で、別の斜面（１８ａ）に接続しており、
縁部（１８ｂ）が、直接クロスメンバ（３）の金属薄板（１９）に向かい合って位置して
いる、請求項４記載のサブフレーム。
【請求項６】
　保持エレメント（９）が、複数の切欠き（２０）を備えた押出し成形材から成っており
、固定ねじ（１２，１３）が、切欠き（２０）の間の挿入されたスリーブ内に収容されて
いる、請求項１から５までのいずれか１項記載のサブフレーム。
【請求項７】
　切欠き（２０）が三角形に形成されていて、相並んで設けられている、請求項６記載の
サブフレーム。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、自動車のフロントアクスルに用いられるサブフレームであって、当該サブフレ
ームが、クロスメンバを介して結合されたサイドメンバを有しており、該サイドメンバが
、支承手段によって車両上部構造に結合可能であり、メンバにホイールガイド部材のため
の支承収容部が設けられており、自動車の走行方向で見て、当該サブフレームの前側でス
タビライザが、クロスメンバに支承されていて、保持エレメントを介して固定可能である
形式のものに関する。
【０００２】
【従来の技術】
ドイツ連邦共和国特許出願公開第１９９２００５１号明細書に基づき、自動車のフロント
アクスルに用いられるサブフレームが公知である。この公知のサブフレームは、車両長手
方向に延びるサイドメンバを有している。このサイドメンバは２つのクロスメンバと共に
１つのフレームを形成している。このフレームは弾性的な支承部を介して車両上部構造に
結合可能である。前側に位置するクロスメンバにはクランプを介してスタビライザが固定
されている。
【０００３】
【特許文献１】
ドイツ連邦共和国特許出願公開第１９９２００５１号明細書
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、スタビライザのための固定部を備えた、自動車に用いられるサブフレー
ムを改良して、スタビライザのための固定部が、クラッシュ時にサブフレームを保護する
ためにも形成されているようにすることである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
この課題を解決するために本発明の構成では、各保持エレメントが、一方でスタビライザ
に、クランプとして保持するように上方から係合していて、メンバまたはメンバ延長部に
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固定ねじを介して位置固定可能であり、他方で保持エレメントが、当該サブフレームのメ
ンバを越えて張り出した衝突部分を有しており、該衝突部分が、メンバと共に前側の掛込
み結合部を形成しており、保持エレメントが、後側の自由端部にメンバに対する支持部を
形成しているようにした。
【０００６】
別の有利な特徴は従属請求項に記載してある。
【０００７】
【発明の効果】
本発明により主として得られる利点は、保持エレメントがスタビライザのために使用され
、保持エレメントが、サブフレームに対するクラッシュ時にもしくは衝突時に同時にこの
サブフレームを、少なくとも支承部でのサブフレームの著しい変位が回避される程度に保
護していることにある。これによって、サブフレームの損傷も抑圧される。このためには
、保持エレメントが、いわゆる「クランプ」としてスタビライザのために使用される。こ
のクランプはスタビライザに、保持するように上方から係合していて、メンバまたはメン
バ延長部に固定ねじを介して位置固定される。他方では、保持エレメントが、サブフレー
ムのメンバもしくはメンバ延長部を越えて張り出した衝突部分を有している。この衝突部
分はメンバもしくはメンバ延長部と共に前側の掛込み結合部を形成している。保持エレメ
ントはメンバに対する後側の支持部を形成している。掛込み結合部は、主として、保持エ
レメントに設けられたスリット状の切欠きを有している。この切欠き内にはメンバの前縁
部が突入している。保持エレメントのこのような構成と、メンバに対する保持エレメント
の配置形式とによって、有利には、走行方向とは逆方向でのサブフレームの衝突時にこの
衝突がまず保持エレメントもしくは両保持エレメントによって吸収されることが達成され
る。両保持エレメントはメンバの前縁部に固く引っ掛けられ、エネルギを吸収して変形す
ることができる。この場合、後側の支持部を介して保持エレメントの著しい変位が阻止さ
れる。車両では、保持エレメントがフロントスカートまたはこれに類するものによってカ
バーされている。
【０００８】
エネルギを吸収しての変形は、走行方向で見て、掛込み結合部の前方に、保持エレメント
の、メンバの前方に位置する領域が、支持縁部を備えていることによっても改善される。
【０００９】
掛込み結合部は、上方への保持エレメントの可能な押圧時に固定ねじの抜出しも阻止して
いる。
【００１０】
特に保持エレメントの後側の自由端部にメンバに対する支持部が配置されており、該支持
部が、斜面から成っており、該斜面が、メンバに設けられた相応の斜面と協働するように
なっている。斜面による支持は、保持エレメントの衝突縁部への衝突時にメンバもしくは
サブフレームに対する相対運動に関してある程度の遊びを助成している。さらに、支持部
の縁部はサブフレームに食い込むことができる。
【００１１】
保持エレメントはエネルギ吸収のために、有利には、複数の切欠きを有している。これら
の切欠きは三角形にまたは別の形式で形成されていてよく、直接並列させられている。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の実施の形態を図面につき詳しく説明する。
【００１３】
サブフレーム１は、主として、１つのフレームを形成するために結合された、車両長手方
向に延びるサイドメンバ２と、車両長手方向に対して直交した横方向に延びるクロスメン
バ３，４とを有している。前側のクロスメンバ３におけるメンバ延長部５では、スタビラ
イザ６が支承部７に保持されて固定されている。
【００１４】
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この支承部７はメンバ延長部５にそれぞれ１つの半円形の支承手段８を有していて、クラ
ンプとして形成された保持エレメント９に、相補的な他方の半円形の支承手段１０を有し
ている。スタビライザ６のクロスバーは支承エレメント１１によって取り囲まれている。
【００１５】
保持エレメント９はスタビライザ６のクロスバーに上方から係合していて、固定ねじ１２
，１３を介してメンバ延長部５に結合される。
【００１６】
同時に保持エレメント９はその衝突部分９ａで、いわゆる「クラッシュサポート」を形成
している。このクラッシュサポートは矢印方向Ｚでの衝突時に走行方向Ｆとは逆方向でサ
ブフレーム１に作用し、衝突を吸収するようになっている。このためには、保持エレメン
ト９が、いわゆる「掛込み結合部１４」を備えている。この掛込み結合部１４は、主とし
て、載置面１５に設けられたスリット状の切欠き１７を有している。この切欠き１７内に
は、メンバ延長部５のメンバ前縁部１６が片持ち式に突入している。
【００１７】
保持エレメント９をその後側の自由端部２１で支持するためには、保持エレメント９が斜
めの支持面１８を有している。この支持面１８は、クロスメンバ３に設けられた相応の支
持面１９に向かい合って位置している。支持面１８の縁部１８ｂはクラッシュ時にサブフ
レーム１内に食い込むことができる。
【００１８】
保持エレメント９は有利には押出し異形材から成っている。この押出し異形材は、並列さ
せられた複数の貫通部２０を備えている。これらの貫通部２０は三角形に形成されている
ものの、別の幾何学的な形状を有していてもよい。
【００１９】
矢印方向Ｚでの保持エレメント９もしくは衝突部分９ａの支持縁部Ｓへの衝突時には、保
持エレメント９がそのスリット状の切欠き１７を介してメンバ延長部５のメンバ前縁部１
６に引っ掛かり、制限されたエネルギ吸収を保持エレメント９を介して行うことができる
。衝突の結果、保持エレメント９が後側でその自由端部２１で支持面１８を介してクロス
メンバ３に支持される。掛込み結合部１４を介して、保持エレメント９が矢印方向Ｙで上
方に運動させられ得ず、したがって、固定ねじ１２，１３が抜き出されることも確保され
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】保持エレメントを介して固定可能なスタビライザを備えたサブフレームの平面図
である。
【図２】図１の部分Ｘによる、拡大して示した保持エレメントの側面図である。
【符号の説明】
１　サブフレーム、　２　サイドメンバ、　３　クロスメンバ、　４　クロスメンバ、　
５　メンバ延長部、　６　スタビライザ、　７　支承部、　８　支承手段、　９　保持エ
レメント、　９ａ　衝突部分、　１０　支承手段、　１１　支承エレメント、　１２　固
定ねじ、　１３　固定ねじ、　１４　掛込み結合部、　１５　載置面、　１６　メンバ前
縁部、　１７　切欠き、　１８　支持面、１８ａ　斜面、　１８ｂ　縁部、　１９　支持
面、　２０　貫通部、　２１　自由端部、　Ｆ　走行方向、　Ｓ　支持縁部、　Ｙ　矢印
方向、　Ｚ　矢印方向
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